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背面処理工の特長

概念図

橋台やボックスカルバート等の構造物と土工部の境界に、 鋼製六角パネル（ヘキサロックパネル）とアスファルト混合物の
複合体で可撓性の踏掛版を構築する工法です。

施工実績

平成 18年 6月施工
橋長 157.783ｍ 宮城県本吉郡南三陸町
撮影日：平成 26年 1月 6日
東日本大震災被災後 2年 10ヶ月経過。
被災後土工部が沈下したが、なだらかに
追従し段差は発生せず。現在もそのまま
供用中。

路盤またはアスファルト安定処理

100

100

埋め戻し材の圧密沈下等の変状に追従して
変形することで路面の勾配をなだらかに
形成させ、段差の発生を抑制します。

密粒（13）改質Ⅱ型アスファルト混合物
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路盤またはアスファルト安定処理固定樹脂モルタル

鋼製六角パネル H=20
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パラぺット
または

プレキャストボックス等 構造物
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プレキャストボックス等 構造物

はまゆり大橋

踏掛版のない既設橋やボックスカルバート等へ容易に設置できます。1

着工前1

鋼製六角パネル敷設3

固定樹脂モルタル打設4

5 密粒（13）改質Ⅱ型
アスファルト混合物舗設

供用中の道路で時間的制約を伴う場合にも施工が可能です。2
施工時間が短いため工程の大幅な短縮が可能です。3

施工手順
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鋼製六角パネル 
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ボックスカルバート背面

不等辺山型鋼設置2
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